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高鍋町告示第36号 

 平成26年第３回高鍋町議会定例会を次のとおり招集する。 

    平成26年８月29日 

                              高鍋町長 小澤 浩一 

１ 期 日  平成26年９月４日（木） 

２ 場 所  高鍋町議会議場 

──────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

水町  茂君          徳久 信義君 

岩﨑 信や君          緒方 直樹君 

池田  堯君          中村 末子君 

黒木 正建君          後藤 隆夫君 

青木 善明君          永友 良和君 

時任 伸一君          八代 輝幸君 

津曲 牧子君          柏木 忠典君 

山本 隆俊君                 

──────────────────────────────── 

○９月８日に応招した議員 

 

──────────────────────────────── 

○９月17日に応招した議員 

 

──────────────────────────────── 

○９月18日に応招した議員 

 

──────────────────────────────── 

○９月19日に応招した議員 

 

──────────────────────────────── 

○９月18日に応招しなかった議員 

緒方 直樹君                 

──────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────────── 

平成26年 第３回（定例）高 鍋 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                           平成26年９月４日（木曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成26年９月４日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）議員派遣の報告 

      （３）本省要望の報告 

      （４）例月現金出納検査結果報告 

      （５）町長の政務報告 

 日程第３ 会期の決定 

 日程第４ 報告第５号 平成２５年度高鍋町財政健全化判断比率について 

 日程第５ 報告第６号 平成２５年度高鍋町公営企業資金不足比率について 

 日程第６ 報告第７号 平成２５年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等について 

 日程第７ 同意第３号 教育委員会委員の任命について 

 日程第８ 議案第37号 平成２５年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

 日程第９ 認定第１号 平成２５年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について 

 日程第10 認定第２号 平成２５年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て 

 日程第11 認定第３号 平成２５年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第12 認定第４号 平成２５年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について 

 日程第13 認定第５号 平成２５年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第14 認定第６号 平成２５年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について 

 日程第15 認定第７号 平成２５年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算について 

 日程第16 認定第８号 平成２５年度高鍋町水道事業会計決算について 

 日程第17 議案第38号 高鍋町防災会議条例の一部改正について 

 日程第18 議案第39号 高鍋町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の制定について 
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 日程第19 議案第40号 高鍋町地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の制定について 

 日程第20 議案第41号 高鍋町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の制定について 

 日程第21 議案第42号 平成２６年度高鍋町一般会計補正予算（第４号） 

 日程第22 議案第43号 平成２６年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第44号 平成２６年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第24 議案第45号 平成２６年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号） 

 日程第25 議案第46号 平成２６年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第26 平成２５年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

──────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）議員派遣の報告 

      （３）本省要望の報告 

      （４）例月現金出納検査結果報告 

      （５）町長の政務報告 

 日程第３ 会期の決定 

 日程第４ 報告第５号 平成２５年度高鍋町財政健全化判断比率について 

 日程第５ 報告第６号 平成２５年度高鍋町公営企業資金不足比率について 

 日程第６ 報告第７号 平成２５年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等について 

 日程第７ 同意第３号 教育委員会委員の任命について 

 日程第８ 議案第37号 平成２５年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ

いて 

 日程第９ 認定第１号 平成２５年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について 

 日程第10 認定第２号 平成２５年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て 

 日程第11 認定第３号 平成２５年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第12 認定第４号 平成２５年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について 

 日程第13 認定第５号 平成２５年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第14 認定第６号 平成２５年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について 
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 日程第15 認定第７号 平成２５年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算について 

 日程第16 認定第８号 平成２５年度高鍋町水道事業会計決算について 

 日程第17 議案第38号 高鍋町防災会議条例の一部改正について 

 日程第18 議案第39号 高鍋町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の制定について 

 日程第19 議案第40号 高鍋町地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の制定について 

 日程第20 議案第41号 高鍋町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の制定について 

 日程第21 議案第42号 平成２６年度高鍋町一般会計補正予算（第４号） 

 日程第22 議案第43号 平成２６年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第44号 平成２６年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第24 議案第45号 平成２６年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号） 

 日程第25 議案第46号 平成２６年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第26 平成２５年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

──────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 水町  茂君       ２番 徳久 信義君 

３番 岩﨑 信や君       ５番 緒方 直樹君 

６番 池田  堯君       ７番 中村 末子君 

８番 黒木 正建君       10番 後藤 隆夫君 

11番 青木 善明君       13番 永友 良和君 

14番 時任 伸一君       15番 八代 輝幸君 

16番 津曲 牧子君       17番 柏木 忠典君 

18番 山本 隆俊君                 

──────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

──────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局長 間  省二君    事務局補佐兼議事調査係長 鳥取 和弘君 

主 査 矢野 由香君                 

──────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 
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町長 …………………… 小澤 浩一君   副町長 ………………… 川野 文明君 

教育長 ………………… 島埜内 遵君   教育委員長 …………… 黒木 知文君 

農業委員会会長 ……… 坂本 弘志君   代表監査委員 ………… 黒木 輝幸君 

総務課長 ……………… 森  弘道君   政策推進課長 ………… 三嶋 俊宏君 

建設管理課長 ………… 惠利 弘一君   農業委員会事務局長 … 鳥井 和昭君 

産業振興課長 ………… 田中 義基君   会計管理者兼会計課長 … 宮崎守一朗君 

町民生活課長 ………… 茂又 哲也君   健康福祉課長 ………… 河野 辰己君 

税務課長 ……………… 川野 和成君   上下水道課長 ………… 芥田 秀則君 

教育総務課長 ………… 中里 祐二君   社会教育課長 ………… 稲井 義人君 

──────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（山本 隆俊）  おはようございます。只今から平成２６年第３回高鍋町議会定例会

を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 この際、議会運営委員会の報告を求めます。委員長、後藤隆夫議員。 

○議会運営委員会委員長（後藤 隆夫君）  おはようございます。きょうから安倍第２次の

改造内閣が発足をするようでございます。元気で豊かな地方の再生ということで、ひとつ

しっかりと取り組んでほしいなあというふうに思います。 

 私たちもまた今議会が最後の議会になるようでございますので、ひとつ元気で活発な議

論をお願いを申し上げたいと思います。 

 それでは、早速でございますが、報告をいたします。 

 平成２６年第３回定例会の招集に伴いまして、９月１日午前１０時から第３会議室にお

きまして議会運営委員会を開催をいたしましたので、その結果について御報告を申し上げ

ます。 

 今定例会に付議されました案件は、平成２５年度財政健全化判断比率など報告が３件、

同意１件、水道事業剰余金の処分が１件、決算認定８件、条例改正並びに制定が４件、平

成２６年度補正予算５件、計２２件が執行部より提案されました。このことに伴いまして、

副町長及び関係課長にその概要の説明を求め、審議を行ったところであります。 

 会期日程、議事日程につきましては、別紙予定表がお手元に配付をされておりますが、

出席委員全員意見の一致を見たところでございます。 

 今定例会が円滑に運営されますよう議員各位の御協力をお願いを申し上げまして、御報

告といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（山本 隆俊）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、１６番、津曲牧子議員、
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１７番、柏木忠典議員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．諸報告 

○議長（山本 隆俊）  日程第２、諸報告を行います。 

 まず、議長の会務報告につきましては、別紙がお手元に配付してありますが、これによ

り朗読及び説明を省略して差し支えありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  異議なしと認めます。したがって、議長の会務報告は朗読及び説明

を省略いたします。 

 次に、議員派遣の報告につきましては、別紙がお手元に配付してありますが、このとお

り派遣しましたので、これによって報告とします。 

 次に、本省要望の報告を求めます。団長、岩﨑信や議員。 

○３番（岩﨑 信や君）  報告いたします。 

 日時は、８月４日、５日の２日間です。参加者は、私、岩﨑信や、水町茂、中村末子、

池田堯各議員、間事務局長、小澤町長、森総務課長、三嶋政策推進課長、惠利建設管理課

長です。 

 国土交通省に要望、防衛省謝礼表敬、そして県選出国会議員を訪問しました。毎年慣例

となっている国土交通省、防衛省への要望、表敬などを兼ねた訪問を行いました。 

 国土交通省へは、１級河川管理を引き続き国で行っていただきたいこと、竹鳩潜水橋か

けかえについて特段の配慮をお願いし、国道１０号線に関しては整備中のところもあわせ、

お礼と標示板設置のお願いをしてきました。 

 また、県選出国会議員の秘書の案内で各担当部署を訪ね、提言書を持ってお願いしてま

いりました。 

 以上、報告いたします。 

○議長（山本 隆俊）  以上で、本省要望の報告を終わります。 

 次に、例月現金出納検査結果に関する報告が提出されましたので、お手元に配付してあ

ります。 

 次に、町長の政務報告を行います。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  おはようございます。平成２６年６月１日から平成２６年８月

３１日までの主な政務について御報告申し上げます。 

 まず、消防操法大会についてでございますが、６月２９日、高鍋町スポーツセンター駐

車場におきまして、高鍋町大会を開催いたしました。各部とも訓練の中で培った技術を十

分に発揮し、大変すばらしい大会となりました。 

 東児湯支部大会におきましては、７月１９日、東児湯消防組合で開催されました。結果、

小型ポンプの部で第２部が見事優勝、ポンプ自動車の部で第３部、小型ポンプ積載車の部

で第１１部がともに準優勝とすばらしい結果でございました。 
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 そして、去る８月２３日、宮崎県消防学校で開催されました宮崎県大会では、第２部が

東児湯支部代表として出場いたしました。僅差で入賞には届かなかったものの、町、支部

の代表として恥じない気合いの入った機敏な動作を見せていただいたとの報告を受けてお

ります。 

 次に、蚊口浜ビーチクリーン活動についてでございますが、７月１３日、高鍋海水浴場

において行われました。当日は、早朝にもかかわらず町民の皆様ほか関係各団体から約

２,０００人の御参加をいただき、清掃作業に汗を流しました。 

 次に、在日米軍再編に係る訓練移転先６基地関係自治体連絡協議会総会及色部長門碑前

祭についてでございますが、７月２３日から２７日にかけて石川県小松市において同協議

会総会、新潟市において同碑前祭に出席をいたしました。 

 ６基地関係自治体連絡協議会総会におきましては、防衛省から地方調整課訓練調整室長

を初め、御来賓をお迎えした中で、１０年間としている再編交付金の継続要望活動を協議

体一体となって実施していくこと、また、構成自治体間において大規模災害等の相互支援

に関する協定を結ぶことを議決いたしました。 

 色部長門碑前祭につきましては、姉妹都市であります山形県米沢市の主催行事で同市か

らの要請により出席をいたしました。戊辰戦争時、新潟の地において新政府軍に属する高

鍋藩と新政府の圧力に対抗するために結成された奥羽越列藩同盟に属する米沢藩が戦闘を

繰り広げ、米沢軍の総督であった色部長門久長公が高鍋藩士によって討ち取られたとされ

ております。 

 碑前祭に先立ち、新潟市内にある高鍋藩士の墓をお参りさせていただきましたが、その

墓は敵対の藩にもかかわらず、同市によりきれいに整備され、我が先哲を手厚く葬ってい

ただいておりましたことに対し、大変感銘を受けました。 

 次に、九州徴収フォーラムｉｎ宮崎についてでございますが、８月１日、高鍋町中央公

民館において開催いたしました。九州各県はもとより、全国から約４００人の御参加をい

ただき、各分野から多数の講師をお招きし、徴収職員個々の技術や意識の向上と自治体間

の情報共有や連携を図りました。 

 このフォーラムを通して参加自治体の未収金圧縮、自主財源確保に努め、厳しい財政状

況の中でも生き残れるような足腰の強い自治体を目指し、信頼される自治体づくりに寄与

できたものと考えております。 

 次に、いわさきちひろ展についてでございますが、８月２日から３１日、高鍋町美術館

において開催いたしました。子供を生涯のテーマとして描き続けたちひろ先生の美しく、

幻想的な作品に、来場者の皆様は一つ一つ見入っておられました。 

 次に、「きゃべつ畑のひまわり祭り」についてでございますが、８月１６日から２日間

にかけて、染ケ岡地区において開催されました。同地区環境保全協議会が中心となり、早

くも５回目を迎え、本年は８０ヘクタール、約１,１００万本のヒマワリに約１万

４,０００人もの来場者が訪れ、県内を代表するイベントとなっております。 
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 次に、ブラジル宮崎県人会創立６５周年及び県人移住１００周年記念式典についてでご

ざいますが、８月１９日から２７日にかけ、同記念式典出席のため、ブラジル連邦共和国

を訪問いたしました。式典には県内から稲用博美副知事を初め、各自治体首長のほか関係

者約８０名が出席いたしました。 

 県人会では、当町出身の竹原様を初め約２７０名が出席され、ブラジルの厳しい環境の

中、生き抜いてこられた体験談やふるさと宮崎への思いを感慨深く語られておりました。 

 以上、その他の政務・要望活動につきましては、お手元の政務報告にて御確認いただき

ますようお願いを申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  以上で、日程第２、諸報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．会期の決定 

○議長（山本 隆俊）  日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、会期日程予定表のとおり、本日から９月１９日まで

の１６日間にしたいと思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日から１９日までの

１６日間に決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．報告第５号 

日程第５．報告第６号 

日程第６．報告第７号 

○議長（山本 隆俊）  日程第４、報告第５号平成２５年度高鍋町財政健全化判断比率につ

いてから、日程第６、報告第７号平成２５年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価等についてまで、以上、３報告を一括議題といたします。 

 まず、町長の報告を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  報告第５号平成２５年度高鍋町財政健全化判断比率について及び

※報告第６号平成２６年度高鍋町公営企業資金不足比率について、一括して御報告を申し

上げます。 

 まず、報告第５号平成２５年度高鍋町財政健全化判断比率についてでございますが、地

方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政健全化判断比率につきまし

て御報告をするものでございます。 

 ４つの指標の比率が、それぞれ括弧書きで記載されております早期健全化基準値以上で

ある場合におきましては、財政健全化計画を定めなければならないものでございます。本

町では、いずれの比率も早期健全化基準値未満となっております。 

 次に、報告第６号平成２５年度高鍋町公営企業資金不足比率についてでございますが、

※後段に訂正あり 
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、公営企業の資金

不足比率につきまして御報告するものでございます。 

 その比率が経営健全化基準で定められております２０％以上である場合には、経営健全

化計画を定めなければならないものでございます。本町では、水道事業、下水道事業とも

資金不足は発生しておりません。 

 以上、２件につきまして御報告を申し上げます。（発言する者あり） 

 最初のとこで第６号平成２６年と言ったそうですので、２５と。はい、以上です。お願

いします。 

○議長（山本 隆俊）  次に、教育委員長の報告を求めます。教育委員長。 

○教育委員長（黒木 知文君）  教育委員長。おはようございます。報告第７号平成２５年

度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等について御報告申し上

げます。 

 本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項の規定により提出す

るものでございます。 

 以上でございます。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．同意第３号 

○議長（山本 隆俊）  次に、日程第７、同意第３号教育委員会委員の任命についてを議題

といたします。 

 ここで、黒木知文教育委員長の退席を求めます。 

〔教育委員長 黒木 知文君退席〕 

○議長（山本 隆俊）  提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  同意第３号教育委員会委員の任命について提案理由を申し上げま

す。 

 現委員の黒木知文氏が、平成２６年９月２５日をもって任期満了になりますことに伴い、

引き続き同氏を教育委員会委員として任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

 このことにつきまして、御同意を賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  本件につきましては、再任でありますので、略歴の説明を省略しま

す。 

 以上で説明は終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 本件は人事案件でありますので、討論を省略し、直ちに採決に入ります。 

 これから同意第３号を起立によって採決します。本件は同意することに賛成議員は御起
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立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（山本 隆俊）  起立全員と認めます。したがって、同意第３号教育委員会委員の任

命については同意することに決定しました。 

 ここで、黒木知文教育委員長の入場を許可します。 

〔教育委員長 黒木 知文君入場〕 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第３７号 

日程第９．認定第１号 

日程第１０．認定第２号 

日程第１１．認定第３号 

日程第１２．認定第４号 

日程第１３．認定第５号 

日程第１４．認定第６号 

日程第１５．認定第７号 

日程第１６．認定第８号 

日程第１７．議案第３８号 

日程第１８．議案第３９号 

日程第１９．議案第４０号 

日程第２０．議案第４１号 

日程第２１．議案第４２号 

日程第２２．議案第４３号 

日程第２３．議案第４４号 

日程第２４．議案第４５号 

日程第２５．議案第４６号 

○議長（山本 隆俊）  次に、日程第８、議案第３７号平成２５年度高鍋町水道事業会計未

処分利益剰余金の処分についてから、日程第２５、議案第４６号平成２６年度高鍋町介護

保険特別会計補正予算（第１号）まで、以上１８件を一括議題といたします。 

 一括して提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  議案第３７号平成２５年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金

の処分についてから議案第４６号平成２６年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第

１号）についてまで、一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、議案第３７号平成２５年度高鍋町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

でございますが、本案につきましては、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、同

剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、認定第１号平成２５年度高鍋町一般会計歳入歳出決算についてから認定第７号平
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成２５年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算についてまででございま

すが、平成２５年度各会計の歳入歳出の決算について、地方自治法第２３３条第３項の規

定により議会の認定に付するものでございます。 

 初めに、認定第１号の一般会計については、歳入総額８１億６,２３３万８,２３０円、

歳出総額７８億２,５８６万８,６７４円、差し引き３億３,６４６万９,５５６円となって

おります。 

 次に、認定第２号の国民健康保険特別会計については、歳入総額３１億６,９４３万

７,１５３円、歳出総額２９億５,９９３万４,５８０円、差し引き２億９５０万

２,５７３円となっております。 

 次に、認定第３号の後期高齢者医療特別会計については、歳入総額４億４,２９１万

７,５０２円、歳出総額４億４,１７６万５,４０２円、差し引き※１０５万２,１００円と

なっております。 

 次に、認定第４号の下水道事業特別会計については、歳入総額３億５,２３５万

９,６００円、歳出総額３億４,４４０万２,６５１円、差し引き７９５万６,９４９円とな

っております。 

 次に、認定第５号の介護認定審査会特別会計については、歳入総額１,１３６万

７,０００円、歳出総額９９６万６,７６９円、差し引き１４０万２３１円となっておりま

す。 

 次に、認定第６号の介護保険特別会計については、歳入総額※１５億８,２０８万

１,３００円、歳出総額１５億１,４７８万４７８円、差し引き６,５５０万８２２円とな

っております。 

 次に、認定第７号の一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計については、歳入総額２,２１６万

７,４６３円、歳出総額１,７３８万９,４１５円、差し引き４７７万８,０４８円となって

おります。 

 次に、認定第８号平成２５年度高鍋町水道事業会計決算についてでございますが、地方

公営企業法第３０条第４項の規定により議会の認定に付するものでございます。営業面で

は、給水件数が８,９３４件で、前年度より５０件の増、有収水量は２０１万２,４９１立

方メートルで、前年度より０.６％減少いたしました。経営面では、税抜きの収益的収入

総額４億１,５１６万４５円、支出総額３億９,６１１万１,２１０円で、経常収支は

１,９０４万８,８３５円の黒字でございました。 

 次に、資本的収支ですが、収入総額４,０００万円に対し、支出総額は３億２,７４３万

９,９４７円となっております。 

 なお、資本的収支が支出に対して不足する額２億８,７４３万９,９４７円は、当年度損

益勘定留保資金等で補填をいたしました。 

 次に、議案第３８号高鍋町防災会議条例の一部改正についてでございますが、本案は災

害対策基本法の一部を改正する法律の施行に伴い、地方防災会議の所掌事務及び組織の見

※後段に訂正あり 
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直しを行うため、所要の条例改正を行うものでございます。 

 次に、議案第３９号高鍋町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の制定についてでございますが、本案は、子ども・子育て支援法の制定

に伴い、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定めるため、

条例を制定するものでございます。 

 次に、議案第４０号高鍋町地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

制定についてでございますが、本案は、子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関す

る教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関

係法律の整備等に関する法律の制定による児童福祉法の改正に伴い、地域型保育事業の設

備及び運営に関する基準を定めるため、条例を制定するものでございます。 

 次に、議案第４１号高鍋町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の制定についてでございますが、本案につきましても、前議案に同じく、児童福祉

法の改正に伴い、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定めるため、条

例を制定するものでございます。 

 次に、議案第４２号平成２６年度高鍋町一般会計補正予算（第４号）についてでござい

ますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億６,３９７万７,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ７９億３,３４８万円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では、心と体の生きがいづくり事業費補助金、障害者等の自発

的活動支援事業補助金、農地基本台帳整備促進事業、高品質茶生産技術確立支援事業、多

面的機能支払交付金事業、ＲＶパーク整備事業、琴弾橋改修事業、消防用小型ポンプ購入

事業、小丸河川敷広場多目的施設建設事業、農地・農業用施設及び公共土木施設災害復旧

事業等でございます。また、４月に実施しました人事異動等に伴う人件費の調整をそれぞ

れ行うものでございます。 

 財源につきましては、分担金及び負担金、国県支出金、寄附金、町債等でございます。

あわせて、小型ポンプ購入事業ほか４件の地方債の追加、変更を行うものでございます。 

 次に、議案第４３号平成２６年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いてでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ２１９万７,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ２９億４,８８４万３,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では、職員の人事異動に伴う人件費の減額、平成２６年度納付

額確定に伴う後期高齢者支援金、前期高齢者納付金、介護納付金等の増額及び減額、平成

２５年度事業実績による国庫負担金等、県費負担金及び支払基金返還金の増額でございま

す。 

 歳入では、平成２５年度事業実績による国庫支出金の増額、※平成２６年度交付額確定

に伴う後期高齢者交付金の減額、人件費減額に伴う職員給与費相当分一般会計繰入金の減

額及び財源調整のための繰越金の増額でございます。 

 次に、議案第４４号平成２６年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

※後段に訂正あり 
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てでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ２５万２,０００円を追加し、歳入

歳出の総額をそれぞれ４億１,２９８万７,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では、消費税確定申告に伴う消費税の増額でございます。歳入

では、平成２５年度決算に伴う繰越金の増額等、及び財源調整のための一般会計繰入金の

減額でございます。 

 次に、議案第４５号平成２６年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号）に

ついてでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ５万円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１,０５３万円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では、介護認定審査会委員研修開催に伴う報酬の増額でござい

ます。歳入では、平成２５年度事業費確定に伴う負担金及び繰入金の減額、平成２５年度

決算に伴う繰越金の増額でございます。 

 次に、議案第４６号平成２６年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

でございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ６,５１２万３,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ１８億３,８０８万１,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では、平成２５年度事業費確定に伴う国県支出金及び支払基金

返還金並びに一般会計繰出金の増額、及び介護給付費準備基金積立金の増額でございます。 

 歳入では、平成２５年度事業費確定に伴う介護給付費負担金の増額、平成２５年度決算

に伴う繰越金の増額でございます。 

 以上、１８件の議案につきまして御審議賜りますようお願い申し上げます。（発言する

者あり） 

 後期高齢者特別会計について、差し引きの「１０５万」と言ったそうですが、「１１５万

２,０００円」に直してください。（発言する者あり）介護保険特別会計について、

１５億８,０２８万を「２０８万」と言ったそうです。「２８万」にかえてください。

（発言する者あり）平成２６年度交付金確定に伴う前期高齢者交付金を「後期」と読んだ

そうですので、「前期」に直していただきたいと思います。 

 以上です。 

────────────・────・──────────── 

日程第２６．平成２５年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

○議長（山本 隆俊）  日程第２６、平成２５年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査

結果報告を求めます。黒木輝幸代表監査委員。 

○代表監査委員（黒木 輝幸君）  代表監査委員。監査委員２名を代表いたしまして、平成

２５年度各会計の決算審査結果を御報告いたします。 

 初めに、地方自治法第２３３条第２項の規定により審査に付されました、平成２５年度

高鍋町一般会計及び特別会計歳入歳出決算に関する審査結果を御報告いたします。 

 決算審査は、去る７月３日から８月７日までの間、役場において、書面審査及び対面審

査を実施し、審査意見書を８月１５日に講評を兼ねて町長に提出いたしました。決算審査
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意見書は皆様のお手元に配付をされております。その概要について御報告申し上げます。 

 まず第１に、審査の対象となりましたのは、平成２５年度高鍋町一般会計歳入歳出決算、

平成２５年度高鍋町特別会計６会計歳入歳出決算──１、国民健康保険特別会計、２、後

期高齢者医療特別会計、３、下水道事業特別会計、４、介護認定審査会特別会計、５、介

護保険特別会計、６、一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計でございます。 

 第２に、審査の期間でございますが、先ほど述べましたとおり、平成２６年７月３日か

ら平成２６年８月７日まで、実質の審査日数は１５日間でございます。 

 第３に、審査の方法でございますが、審査に当たりましては、町長から提出をされまし

た決算書及び附属書類が地方自治法、高鍋町条例に準拠して作成されているか、予算が適

正かつ効率的に執行されているかを主眼に置き、関係者の説明を聴取し、定期監査、例月

現金出納検査結果等も考慮して、関係帳簿並びにその他書類と照合するとともに、必要な

書類の提出を求め、通常実施すべき審査を実施し、現地調査も実施をいたしました。 

 第４に、審査の結果でございますが、平成２５年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決

算は、関係諸帳票を初めその他の証拠書類など照合審査した結果、決算に関する計数はい

ずれも正確であることを確認いたしました。 

 また、予算の執行、会計事務及び財産の管理など財務に関する事務の執行は適正に処理

されているものと認められました。 

 それでは、総括意見を申し述べます。なお、それぞれの項目ごとの審査結果につきまし

ては、意見書をごらんいただきたいと存じます。 

 まず、一般会計から申し上げます。最初に、決算にあらわれた現状の評価について申し

上げます。収支でございますが、平成２５年度一般会計におきましては、前年度と比較し

て、歳入において５億９,６９３万６,０００円上回り、歳出においても６億６,５３２万

円上回っております。この結果、実質収支は前年度と比較して７,７５５万４,０００円下

回っておりますが、収支に関しましては基金の運用を控除した実質単年度収支で判断をし

なければなりません。その実質単年度収支は赤字となっておりますが、これは基金の積み

立てが財政調整基金ではなく公共施設等整備基金に積み立てられたことによるものであり、

収支均衡が貫かれ、堅調な財政運営であったという結果が出ております。 

 次に、歳入について申し上げます。自主財源であります町税は、１,０２４万４,０００円

の減収となっております。依存財源であります地方交付税が３,４７９万８,０００円増額、

国庫支出金は、子ども手当負担金、地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金等の減があ

りましたが、障害児通所給付費負担金、地域の元気臨時交付金、防災行政無線放送施設整

備事業補助金等の増があり、全体では２億６,００８万９,０００円の増となっております。 

 県支出金は、子ども手当負担金、介護施設開設準備経費助成事業補助金、農業体質強化

基盤整備事業補助金、子宮頸がん等ワクチン接種事業補助金等の減がありましたが、介護

基盤緊急整備事業補助金、保育士処遇改善臨時特例事業補助金、埋却地再生整備事業委託

金等の増がありまして、全体では１億６,７７８万３,０００円の増となっております。ま
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た、借入金であります町債は、防災行政無線整備事業及び学校教育施設、社会体育施設整

備事業に積極的に取り組まれました結果、１億９,９８０万３,０００円の増となっており

ます。 

 なお、歳入の確保という面から見ますと、重要な自主財源であります町税は、収納部門

の地道な努力によりまして年々徴収率が上昇をしております。評価できるものと思います。 

 しかしながら、町税、保育料、住宅使用料の収入未済額は、その合計が１億１,１７２万

９,０００円でありまして、前年度と比較して２,７０２万７,０００円減少しております

が、交流ターミナル施設運営貸付金の元利収入が未済となっているなど、依然として多額

であり、看過できない状況であります。特に、住宅使用料につきましては、依然として多

額でありまして、的確な対応が求められます。 

 また、不納欠損額は町税のみで１,０５０万４,０００円となっておりまして、前年度と

比較して１８９万３,０００円の減となっております。 

 また、町税滞納処分の執行を停止している額は３,０８２万４,０００円で、７５０万

１,０００円減少をしております。 

 次に、歳出でございますが、全般的に行財政改革の推進の成果が定着をしている結果と

なっております。 

 義務的経費におきましては、人件費及び公債費は、大幅な変動はありませんが、扶助費

は年々増加し続け、介護給付費、私立保育園委託費、障害児通所支援費の増によりまして、

前年度と比較して３,５６５万１,０００円の増額となり、全体では３,３３２万

９,０００円増加しております。このことが経常収支比率の改善がなかなか進まない要因

の１つともなっております。 

 投資的経費は、高齢者等多世代交流拠点施設整備事業、農産物加工施設建設等の減があ

りましたが、防災行政無線施設整備事業、介護基盤緊急整備事業補助金、町営小丸団地外

壁改修事業、尾鈴土地改良事業負担金、町単独道路改良事業、町体育館大規模改修事業等

の増により、全体では、前年度と比較して６億２２０万７,０００円の大幅増となりまし

た。 

 その他の経費では、介護施設開設準備経費助成事業補助金等の減がありましたが、西都

児湯環境整備事務組合負担金、保育士処遇改善臨時特例事業補助金等の増により、補助費

等は３,９７１万８,０００円の増額となっております。 

 基金は、前年度に引き続き公共施設等整備基金の積み立てが行われ、３月末現在高が財

政調整基金１１億１,４３４万４,０００円、公共施設等整備基金９億４,０４２万

５,０００円となりまして、緊急時等の対応力が強化されるとともに、公共施設等の改善

資金の確保がさらに進んでおります。 

 以上の実績から、第５次行財政改革に引き続いて財政健全化に取り組まれ、基金の積み

立てに取り組まれたことによりまして、財政の健全度をはかる各種財政指標も改善される

など、財政規律を重視する一方で各種補助制度等を積極的に利用し、防災行政無線の更新
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や教育環境の整備に取り組むなど、平成２５年度一般会計の運営は効果的であるとともに

適正であったと認められます。 

 今後の財政運営に当たっては、歳入面においては、財源確保のため各種補助金を積極的

に活用するとともに、自主財源の確保に向けて多額の収入未済額の解消に向けた具体的な

計画を立て、なお一層取り組みの強化をする必要があります。 

 また、不納欠損につきましては、負担の公平性を配慮し、特に慎重を期することが必要

であると思われます。 

 歳出面では、引き続き財政規律を重んじた財政運営に取り組み、より予算執行の効果を

高めるため、町民のニーズを的確に把握するとともに、常に予算の管理執行状況を把握し、

真の町民のためのまちづくりに努められるよう要望いたします。 

 次に、国民健康保険特別会計について申し上げます。国民健康保険加入世帯数は前年度

と比較して８１世帯減少し、被保険者数も２３４人減少をしております。歳入面では、被

保険者の減少等により国保税が前年度と比較して１,４８６万７,０００円の減収となりま

したが、繰入金、繰越金は増加をしました。療養給付費等交付金及び県支出金等の増額に

より、全体では微増となりました。 

 一方で、収入未済額は２,２３３万６,０００円の減となっております。 

 なお、平成２５年度に不納欠損処理した額は２,１４８万１,０００円で、前年度と比較

して２８６万６,０００円増加をしております。また、平成２５年度末までの滞納累計額

は１億３３５万３,０００円あり、依然として高額となっております。執行停止中のもの

も加味すると、今後とも圧縮する努力が求められます。 

 現在の国民健康保険財政は、実質単年度収支は赤字となっておりますが、準備基金の積

み立ても条例で定める上限近くまで積み立てられておりまして、安定しているものと言え

ます。医療費が毎年増加する中で、国民健康保険財政の安定化は最も重要な課題であり、

その安定化のためには疾病の予防と健康保険税の的確な収納が求められます。特定健診の

受診率向上による疾病の予防に向けて、なお一層取り組まれるとともに、引き続き収納率

向上対策に努めていただくよう要望をいたします。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し上げます。老人保健事業から後期高齢者医

療保険事業に移行され、制度運用から６カ年が経過しましたが、国において特に制度改廃

の議論はされておらず、現段階では現行制度が継続するものと思われます。 

 次に、下水道事業特別会計について申し上げます。平成２５年度の公共下水道の事業量

は、管渠布設２７８メーター、面整備３.５ヘクタールで、新たに８３世帯１３２人が使

用可能となりました。平成２５年度末現在の管渠総延長は４７.４キロメートル、面整備

累計は２０８.８ヘクタールで、普及率は３３.４％、３,２２０世帯、７,１１５人となっ

ております。 

 現在、認可を受けております２３３ヘクタールが、平成２７年度に完了予定であります。

その後は事業展開を凍結する方向で検討中とのことでありますが、慎重に検討されること
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が望まれます。 

 一方、浄化センターの老朽化が進み、長寿命化対策が計画されております。これらの財

源を確保するためにも、水洗化率の向上に向けた取り組みをなお一層推進することが求め

られております。 

 このような中で、平成２５年度末における財政状況は、起債残高が２６億８,６４０万

１,０００円であり、その償還や事業推進に必要な費用及び施設維持管理に要する財源を

使用料で賄っておりますが、不足額は一般会計からの繰り入れで補っております。２５年

度の実質的な一般会計の負担額は、下水道費の交付税基準財政需要額算入額が１億

４,４０５万３,０００円ありまして、実質的な一般会計からの繰入金は３,６１６万

５,０００円であることも考慮して運営に当たるべきと考えます。 

 特筆すべき点は、供用開始当時から下水道使用料徴収の手続が一部欠落したことによる

未調定、未徴収が発生した件に対する対応であります。このことにつきまして、地方自治

法に基づき、過去５年前までさかのぼって、平成２０年度に調定された使用料は５９８万

４２３円でありますが、平成２５年度末現在の納入済み額は４５２万１,５１６円でありまし

て、収納未済額が１４５万８,９０７円に減少してきております。このことは、徴収体制

を変更し、徴収努力の結果と一定の評価ができるものと思われます。今後とも、確実な債

権の確保と徴収手段を明示した上で、確実に履行されることを強く要望いたします。 

 次に、介護認定審査会特別会計について申し上げます。３町による認定審査は的確、そ

してスムーズに行われておりまして、今後ともさらに連携を密にし、適正な審査を行われ

るよう要望いたします。 

 次に、介護保険特別会計について申し上げます。平成２５年度の要介護、要支援の申請

者件数は９４８件で、前年度と比較して６７件減少しております。申請者のうち非該当は

１０件となっております。今後、介護給付費の増加も見込まれますことから、負担に対す

る公平性の確保と安定的な事業運営が求められます。このため、保険料の収入確保は必要

不可欠であります。今後とも収入未済額を増加させないよう努めていただきたいと思いま

す。また、介護を必要とする全ての人々に希望する介護サービスが的確に提供できるよう、

円滑な運営を図っていくよう望みます。 

 次に、一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計について申し上げます。この特別会計は、一ツ

瀬川土地改良事業で導入された畑地かんがい用水を他の農業にも雑用水として使用するこ

とを目的に、１市３町の構成で設置されたもので、平成２１年度から事業運営を開始して

おります。平成２５年度は口蹄疫の影響もほぼ終息し、安定した運営となっております。

今後とも収入の確保に努め、適正で安定的な運営に努められるよう要望します。 

 続きまして、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づく平成２５年度高鍋町水道事

業会計決算審査結果について御報告申し上げます。 

 決算審査は、去る６月１７日から６月２３日までの間の中で、役場において書面審査及

び対面審査を実施し、審査意見書を７月１５日に講評を兼ねて町長に提出いたしました。
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その概要について御報告申し上げます。 

 審査の期間は、６月の１７日から６月の２３日までの間のうち実質５日間でございます。 

 審査の方法は、町長から提出されました決算書類及び附属書類が地方公営企業法その他

関係法令等に基づき作成されているか、また、水道事業の経営成績及び財政状態が適正に

表示されているかを検証するため、必要に応じて関係者から説明を聴取し、会計帳票、証

拠書類、関係帳簿など通常実施すべき審査手続及び必要とする審査を実施いたしました。 

 審査の結果でございますが、決算書類及び決算附属書類は、地方公営企業法その他関係

法令に基づき作成され、その計数は正確であり、関係帳簿と符合し、かつ当年度における

水道事業の経営成績及び財政状況を適正に表示していることを認めました。また、予算の

執行も適正に執行されていることを認めました。 

 それでは、総括意見を申し上げます。 

 まず、分析による現状の評価でございますが、業務の実績につきましては、本年度の給

水人口は１万８,９０５人で、前年度より４２人減少している反面、漏水が増加し、年間

総配水量は前年度と比較して７万４,１０３立方メートル増加をしております。 

 なお、漏水対策等の効果もありまして、有収率８８.２％と高い水準を維持しておりま

すとともに、施設利用率も上昇しているなど、同類型の施設利用率、最大稼働率、負荷率

を上回っておりまして、効率的な業務運営がなされたものと評価をできます。 

 次に、経営成績につきましては、収益では、営業収益は給水収益が減少するとともに、

その他の営業収益も減少したため、前年度を１.４％下回っております。営業費用は、老

瀬浄水場第２次拡張工事により取得した資産の償却が終了したことによりまして、減価償

却費が大幅に減少し、６.４％下回りました。営業外費用は、支払利息が５.９％減少をし

ております。これらの結果、純利益は前年度より２,０４７万５,８４７円増加し、

１,９０４万８,８３５円となりまして、前年度の赤字を差し引いて１ ,７６２万

１,８２３円の利益剰余金を生み出しております。 

 経営状況につきましては、前年度より経営分析での指数は経営指標とほぼ同程度であり

ますが、若干下回っている部分もありますので、これから改善を図っていく必要があるも

のと考えます。 

 次に、財政状態につきましては、貸借対照表のとおりでございます。資産の部では、有

形固定資産は、建物、機械及び装置が減少し、構築物が若干増加するとともに、給配水管

管理図数値化業務が完了していないために建設仮勘定が増加をしております。流動資産は、

企業債借り入れの抑制に加え、配水管布設がえ等建設改良費、企業債償還等の支出により

まして、現金預金が大幅に減少をしております。 

 負債の部では、流動負債で配水管布設工事等の未払いはありますが、減少をしておりま

す。 

 資金運用面では、流動資産が流動負債を大きく上回っておりまして、資金不足はなく、

安定しているものと見られます。 
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 資本金の部では、自己資本金は建設改良積立金から組み入れられたことによりまして、

６,１２２万７,４９２円増加しましたが、企業債の借り入れの抑制により、借入資本金が

減少したために１億１,４０３万９,１８７円減少をしております。 

 剰余金は２５年度純利益の増によりまして、１,９０４万８,８３５円増加しましたが、

建設改良積立金を取り崩したことによりまして、全体では４,２１７万８,６５７円の減少

となっております。当年度末におけます財政状況は、安定をしていると言えますが、企業

債未償還残高が３０億５,０００万円と高額でありまして、さらなる経営努力が望まれま

す。 

 分析による評価は以上のとおりでありますが、平成２５年度の経営状況を見ますと、収

益的収支の収益面では、給水人口は前年度より減少し、経営の根幹であります営業収益も

前年度と比較して１.５％減少をしております。一方、費用面も、老瀬浄水場第２次拡張

工事により取得した資産の償却が終了したことが大きな要因となりまして、減価償却費が

大幅に減少しております。このことにより、純利益は１,９０４万８,８３５円の黒字とな

っております。 

 資本的収支につきましては、収入では企業債が４,０００万円増加し、工事負担金が

７５８万８,１３２円減少し、全体では３,２４１万１,８６８円の増となっております。

支出面では、配水管布設がえ等の工事に取り組んだことによりまして、一般改良費が

４,２６４万７,２３１円増加をしております。 

 経営状態につきましては、企業債元利償還金が給水収益の５０％を超える状況が続くと

ともに、多額の減価償却費の計上など経営環境の改善には長期間を要するものと思われま

す。このような中で、給水人口は減少傾向にあり、大幅な増加は見込めず、今後、水道事

業の経営に当たっては、業務見直しによるさらなる効率化に向けた取り組みと安全で良質

な水の安定供給に向けて信頼される水道事業の執行を要望するものであります。 

 なお、収益的収支の減価償却費が大幅に減少したことによりまして、給水原価が

１１.９円安くなりまして、給水原価が給水単価を上回る額が圧縮され、７.８円となって

おります。引き続き、逆ざやの解消に向けて徹底した経営分析を行い、その結果を踏まえ

た企業努力と経営を望みます。 

 以上で報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（山本 隆俊）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 この後１１時２５分から議員協議会を開きたいと思います。第３会議室にお集まりくだ

さい。 

午前11時12分散会 

────────────────────────────── 


